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自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、

情
報
の
公
開
や
知
る
権
利
な
ど
住

民
の
権
利
が
主
張
さ
れ
て
い
る

が
、
権
利
を
主
張
す
る
な
ら
ば
、

義
務
を
課
す
必
要
が
あ
る
と
お
も

う
が
。

◇
町
民
、
議
会
、
行
政
の
責
任
と

責
務
に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
整

理
し
条
文
に
反
映
し
て
い
き
た

い
。

　
3
千
3
0
0
万
円
を
か
け
て

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
。
必
要
な
の
で
あ
れ
ば

町
民
が
も
っ
と
気
軽
に
行
け
る
と

こ
ろ
に
す
べ
き
で
あ
る
。

◇
用
地
は
、
公
共
工
事
で
発
生

し
た
残
土
を
捨
て
る
『
土
捨
て

場
』
と
し
て
使
っ
て
い
た
。
当

初
か
ら
土
捨
て
場
と
し
て
の
役

目
が
終
わ
っ
た
際
に
は
緑
化
整

備
す
る
と
地
域
に
も
説
明
し
て

き
た
。
第
5
次
総
合
計
画
に
も

計
上
済
み
の
事
業
で
あ
り
、
根
本

的
な
計
画
変
更
で
は
な
い
。
栗
の

木
の
植
栽
や
、
憩
い
の
場
の
整
備

な
ど
も
検
討
し
た
が
費
用
の
関
係

で
単
純
な
緑
化
と
一
部
を
ド
ッ

グ
ラ
ン
に
す
る
計
画
と
な
っ
た
。

3
千
3
0
0
万
円
を
か
け
て

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
整
備
す
る
か
の
よ

う
に
話
が
ひ
と
り
歩
き
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
緑
化
す
る
一
部
に
柵

な
ど
を
整
備
す
る
だ
け
で
あ
る
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
整
備
す
る
費
用
は

60
万
円
程
度
で
あ
る
。

　　
住
宅
密
集
地
が
事
業
対
象
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
危
険

住
宅
が
あ
る
。
密
集
地
で
な
く
て

も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

◇
栗
山
、
角
田
、
継
立
、
日
出
市

街
地
を
対
象
地
区
と
し
て
お
り
、

隣
接
す
る
住
宅
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
の
や
、
歩
行
者
な
ど
に

危
険
が
及
ぶ
場
合
に
実
施
す
る
。

な
お
、
町
に
対
し
寄
附
す
る
こ
と

が
事
業
実
施
の
条
件
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
正
常
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
あ
り
き
で
対
策
を
講
じ
て
き
た

気
が
す
る
。
電
力
が
な
い
時
の
対

応
策
や
、
備
蓄
品
な
ど
も
整
備
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

◇
防
災
計
画
の
見
直
し
作
業
が
、

今
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
備
蓄
品

の
整
備
は
昨
年
度
よ
り
行
っ
て
い

る
。
町
民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
避
難
場
所

も
実
態
を
見
極
め
な
が
ら
変
更
し

た
い
。
民
間
企
業
の
『
力
』
や
地

域
の
施
設
な
ど
も
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
万
が
一
ダ
ム
が
決
壊
し
た
時

や
、
電
力
が
な
い
時
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

　

災
害
は
冬
に
来
な
い
と
も
限
ら

な
い
。
冬
場
の
対
策
も
必
要
と
考

え
る
。
冬
の
避
難
場
所
と
し
て
そ

ぐ
わ
な
い
場
所
も
あ
る
。
冬
季
間

の
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
は
ど
う

か
。

◇
冬
期
間
の
訓
練
や
実
践
に
即
し

た
訓
練
を
実
施
し
た
い
。
ま
た
、

細
か
な
想
定
の
も
と
に
、
避
難
場

所
の
設
定
を
し
て
い
き
た
い
。

　

避
難
場
所
は
耐
震
強
度
が
震
度

6
～
7
に
対
応
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
欲
し
い
。
私
た
ち
の
避
難

場
所
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
が
。

◇
公
共
施
設
は
耐
震
診
断
の
結
果

に
よ
り
補
強
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
協
議
の
中
で
、
民
間
施
設

合
も
含
め
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　
中
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
い

て
、現
状
を
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。

◇
な
ぜ
、
教
育
委
員
会
が
統
合
を

進
め
て
き
た
か
を
4
点
に
分
け
、

説
明
し
ま
す
。

①
な
ぜ
統
合
な
の
か
？
そ
の
理
由

・
昔
の
継
立
中
学
校
は
多
い
時

5
0
0
人
程
で
、
今
の
栗
山
中

学
校
の
生
徒
数
よ
り
多
い
。
現
在

の
全
校
生
徒
数
は
42
人
。
い
い
意

味
で
の
切
磋
琢
磨
の
機
会
が
か
な

り
減
っ
て
い
る
。
心
身
共
に
飛
躍

的
に
成
長
す
る
こ
の
時
期
に
、
最

適
の
集
団
の
中
で
教
育
し
た
い
。

・
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、

昔
と
比
較
で
き
な
い
程
、
質
の
高

い
学
力
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②
今
日
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

・
継
立
小
学
校
、
継
立
中
学
校
の

両
校
の
P
T
A
と
数
多
く
の
会

議
を
開
催
し
て
き
た
。
同
窓
会
、

連
合
会
長
、
自
治
会
長
、
商
工
振

興
会
長
な
ど
と
も
議
論
を
深
め
て

き
た
。
こ
の
過
程
で
、
両
校
の

P
T
A
か
ら
、
統
合
に
向
か
お

う
と
決
意
し
て
も
ら
っ
た
。

③
こ
れ
か
ら
の
こ
と

・
6
月
12
日
に
地
域
説
明
会
を

開
催
し
、
教
育
委
員
会
の
考
え
を

あ
ら
た
め
て
示
し
、
地
域
の
方
の

理
解
を
求
め
る

④
ど
こ
が
決
定
す
る
の
か

・
教
育
委
員
会
が
決
め
る
わ
け
で

は
な
い
。

地
域
の
ご
理
解
を
頂
い
た
上
で
、

町
長
へ
伝
え
、
町
長
は
議
会
に
提

案
、
そ
し
て
議
会
の
議
決
を
経
て

決
定
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
一
番
時
間
を
か
け
て

議
論
し
た
の
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
問
題
。
一
番
遠
い
滝
下
地
区
よ

り
継
立
中
学
校
ま
で
17
㎞
、
継
立

か
ら
栗
山
中
学
校
ま
で
6
～
７

㎞
。
こ
の
距
離
を
ど
の
よ
う
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
走
ら
せ
、
負
担
に

な
ら
な
い
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

現
在
、
稼
働
し
て
い
な
い
と
聞

い
て
い
る
。町
内
業
者
と
連
携
し
、

円
滑
に
運
営
で
き
な
い
も
の
か
。

◇
施
設
は
農
林
水
産
省
の
補
助
で

整
備
し
た
。
管
理
は
、
流
通
経
路

を
持
っ
て
い
る
台
湾
系
の
企
業
に

委
託
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
な
ど
で
、
エ
ゾ
シ
カ

の
解
体
技
術
を
持
っ
た
従
業
員
を

確
保
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
現
在
、
管
理
運
営
会
社
を
公

募
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

湯
地
地
区
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
事
業
に
つ
い
て

冬
期
の
対
策
に
つ
い
て

避
難
所
の
耐
震
に
つ
い
て

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
に
活
か
す
『
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
』
を
5
月
14
日
か
ら
4
日
間
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方

か
ら
は
椿
原
紀
昭
町
長
に
対
し
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主

な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

く
ら
し

防
災
計
画
に
つ
い
て

防
　
災

教
　
育

エ
ゾ
シ
カ
食
肉
加
工
場
に
つ
い
て

そ
の
他

冬期間は雪に埋もれてしまう
広域避難場所

取り壊す予定の空き家

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

エゾシカ食肉加工場
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今
回
は
、
平
成
24
年
度
予
算
の

中
か
ら
「
負
担
金
」
と
「
補
助
金

（
交
付
金
）」
の
内
容
に
つ
い
て
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
で
計
上
し
て
い

る
負
担
金
と
補
助
金
の
総
額
は
、

17
億
6
千
3
8
4
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
全
体
予
算
の
24
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
「
負
担
金
」
に
つ
い

て
は
、
法
律
に
基
づ
き
国
や
道
が

実
施
し
て
い
る
事
業
へ
の
対
価
と

し
て
支
出
す
る
負
担
金
、
本
町
が

加
入
し
て
い
る
各
種
団
体
の
運
営

経
費
と
し
て
支
出
す
る
負
担
金
な

ど
、
12
億
５
千
3
3
5
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
補
助
金
」に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
実
施
す
る
「
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

金
」
な
ど
、
町
の
政
策
と
し
て
実

施
す
る
団
体
・
個
人
へ
の
補
助
金
、

「
栗
山
町
交
通
安
全
協
会
補
助
金
」

4

の
よ
う
に
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
町
民
活
動
の
促
進
に
つ
な
が

る
公
益
性
の
高
い
特
定
事
業
を
実

施
す
る
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
、

5
億
1
千
4
9
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎� 7503

知
っ
て
お
き
た
い

負
担
金
・
補
助
金
の
仕
組
み

vol.2

　予算は、どのような収入がどのような支出に使われて
いるか、収入と支出の関係を明確にするため、３つの「会
計」に区分されています。

町の総予算
126億円 一般会計

72億4,600 万円

特別会計

34億3,256 万円

企業会計
19億2,216 万円
15.3%

27.2% 57.5%

一般会計の
約 24%

会計区分 説　明

一般会計 教育、福祉、医療や道路・公園の整備など町
の基本的なサービスを行う会計

特別会計

対象者が限られるなど、一般会計と区別する
必要がある事業の会計。（本町では、国民健
康保険、介護保険、後期高齢者医療、介護福
祉学校の４会計）

企業会計
民間企業と同じように、事業収益でまかなわ
れている会計。（本町では水道事業、下水道
事業の２会計）

予算の豆知識
負担金・補助金の割合

　

負
担
金
、補
助
金
に
つ
い
て
は
、

行
政
の
責
任
分
野
、
経
費
負
担
の

あ
り
方
、
必
要
性
・
効
果
な
ど
を

検
証
し
た
上
で
、
限
ら
れ
た
財
源

を
公
正
か
つ
適
正
に
支
出
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
よ
り
公
募
制
を
導
入

し
て
い
る
ほ
か
、
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
設
定
し
、
補
助
対
象
と
な
る

事
業
の
統
一
な
ど
透
明
性
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。

負
担
金
・
補
助
金
の

　
　
　
　
　
交
付
条
件

一 般 会 計 の う ち、 約
24％が負担金、補助金・
交付金です。いずれも、
町全体の利益につなが
る取り組みに対して負
担や補助をしています。

「交通安全協会」による
交通安全運動の取り組み
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【主な事業負担金】
■南空知消防組合負担金　　　　   　3 億 2,438 万円

栗山、長沼、由仁、南幌町で構成する南空知消防
組合に対する負担金（消防組合・消防署の運営経費）

■南空知葬斎組合分賦金　　　　　　　   3,467 万円 
栗山、長沼、由仁、南幌町で構成する南空知葬斎
組合に対する負担金（伏古斎苑の運営経費）

■私立保育所運営費負担金　　　   　　　8,462 万円
町内私立保育所が行う通常保育実施に対する負担金

■北海道後期高齢者医療広域連合負担金　2 億 715 万円
後期高齢者医療における医療費給付に対する負担金

■栗山町農業振興公社事業負担金　　　   1,300 万円
栗山町農業振興公社が行う農業振興事業に対する負担金

■道営農業基盤整備事業負担金　　        　5,604 万円
北海道が実施する町内７地区の圃場整備、用排水
路整備など農業基盤整備事業に対する負担金

■下水道事業会計負担金　　　　   　2 億 3,094 万円
栗山町下水道事業に対する負担金

【主な団体負担金】
■空知町村議会議長会　　　　　 　　35 万円
■空知町村会　　　　　　　　　 　　35 万円
■栗山地区交通安全協会　　　　 　　54 万円 
■南空知ふるさと市町村圏組合　 　　53 万円
■栗山地区防犯協会　　　　　　 　　40 万円
■北海道農業会議　　　　　　　 　　18 万円
■空知教育センター組合　　　　 　　66 万円

【主な事業補助金】
■まちづくり地域交付金　　　 　　　　246 万円

各地域で設立されたまちづくり組織（自治区）の
運営費、事業費に対する交付金

■街路灯設置費・電気料補助金　 　　　　  670 万円 
町内会・自治会における街路灯、防犯灯の設置費、
電気料に対する補助金

■住宅用太陽光発電システム設置補助金　　315 万円
住宅用太陽光発電システム設置に対する補助金

■合併処理浄化槽設置整備、維持管理費補助金　 921 万円
下水道区域外における合併処理浄化槽の設置費、
維持管理費に対する補助金

■私立保育所運営費補助金　　　　　　　   857 万円
町内私立保育所が行う延長、一時預かりなどの通
常保育以外の保育実施に対する補助金

■救急医療体制等確保事業補助金　　1 億 3,742 万円
栗山赤十字病院が行う救急医療事業、地域医療機
能確保事業、医療機器導入に対する補助金

■中山間地域等直接支払交付金　　   1 億 6,159 万円
傾斜地など生産条件が不利な農地を耕作する農業
者の生産活動維持に対する交付金

■景観緑肥モデル事業補助金　　　　　　   200 万円
地力増進および景観向上に効果のある緑肥栽培を
試験導入する農業者に対する補助金

■商店街振興対策事業補助金　　　　　　   571 万円
商店街が集客力向上のために行うイベント事業な
どに対する補助金

■栗の活用事業補助金　　　　　　　　　   300 万円
栗を活用した新たな地域ブランド確立のための取
り組みに対する補助金

■人にやさしい住宅助成事業交付金　　　   700 万円
一般住宅のバリアフリー改修、耐震改修など住宅
改修に対する交付金

■幼稚園就園奨励費補助金　　　　　　    1,031 万円
幼稚園就園世帯の入園料、保育料に対する補助金

■少年ジェット派遣事業補助金　　　　　   318 万円
中高生を対象とした国際交流事業「少年ジェット」
実施に対する補助金

【主な団体補助金】
■栗山町交通安全協会　　　  　　　　　    163 万円
■栗山町老人クラブ連合会　　    　　　　　51 万円
■栗山町健康づくり推進協議会    　　　　　16 万円
■栗山町グリーン・ツーリズム推進協議会    20 万円
■栗山町特産品推進協議会　　    　　　　　26 万円
■栗山消費者協会　　 　　　　　　　　　   20 万円
■栗山町青少年育成会　　　　 　　　　　   86 万円
■札響ひなまつりコンサート実行委員会　    80 万円
■栗山町体育協会　　 　　　　　　　　　   97 万円

補助金（交付金）5 億 1,049 万円（107 件）

負担金 12 億 5,335 万円（142 件）



　つくる会では、自治基本条例策定に向けた現時点の町議会の
考え方を把握し、今後の取り組みなどに向けた意見交換をする
ため鵜川和彦議長はじめ全議員との懇談を行いました。

【町議会の主な考え方】
●地方分権を背景に、自己決定・自己責任のもとで、栗山の実
　情にあった独自の政策をつくる必要性があるため、自治体運
　営の根拠となる自治基本条例は必要である。
●行政に関する様々な条例等は、まちづくりの最高規範である
　自治基本条例の内容を最大限尊重して作られるべきである。
●議会にとって、自治基本条例は行政監視の重要な手段となる。
●自治基本条例の議会に関する条項の整理検討が必要である。
●議会としても自治基本条例の策定段階から関わる。　

6

政策評価委員会の主な流れ

委員決定・制度学習

評価対象事業の選定、
評価対象事業に関する
事前学習会

6 月

7

み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
の
〝

憲
法
” 

⑧

くりやまの自治基本条例をつくる会
町民が考える自治基本条例づくりを目指して

　「くりやまの自治基本条例をつくる会（高橋慎代表）」では、
今年 9 月の町長への条例骨子提案に向けて、今後、より多くの
町民の皆さんの声を集める活動を進めます。今月号では、その
意見交換のポイントとなる、主な論点についてご紹介します。

　町では、町民が参画する事業評価の仕組みとして「政策評価委員
会」を設置し、町民視点に立った主要事業の評価、改善につなげる
取り組みを実施しています。次のとおり今年度の委員を公募します。

【応募資格】町内に居住されている満 20 歳以上の方
【募集人員】6 名
【募集期間】6 月 1 日（金）～ 13 日（水）必着
【任　　期】第 1 回会議（6 月下旬）の日～平成 25 年 3 月 31 日
　　　　　  ※ 12 回程度の会議を予定、平日の夜間に開催

【内　　容】第 5 次総合計画に掲載する主要事業の評価
　　　　　  ※平成 23 年度は 6 事業を選定し評価

【応募方法】専用の申込書に必要事項を記入し提出願います（郵送・
　　　　　 ＦＡＸ・電子メールも可）。申込書は下記申込先または
　　　　　  町ホームページから。

【そ  の  他 】・会議回数に応じて若干の報酬をお支払いします。
　　　　　・定員に満たない場合は町推薦委員を含め構成、申込多
　　　　　　数の場合は、応募理由を勘案のうえ決定します。

【申込先・問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　TEL 73-7502　FAX 72-3179
　電子メール　tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

町の事業を町民の視点で評価してみませんか？

平成 24年度「政策評価委員会」委員を募集！

7 月 評価手法などの確認

8 月

9 月

10月

11月
対象事業の評価

12月 報告書の作成

3 月 新年度予算内容の確認

活動中 !!

①つくる会の考える条例制定の意義・必要性

まちの課題解決に向けた「意思決定の基本ルール（物事の決め方）」をつくる。
町民、議会、行政の役割と責任を明確化し、まちの課題解決の方法を、町民の納得のもとに選択することが必
要。そのために、「町民への情報公開・共有」と「町民参加の権利・仕組み」を将来に保障する。

町民が誇りを持てる自律したまちづくりを進める。
地方分権の時代に対応し、自分たちの地域のことは自分たちで決めるまちづくりが必要。

②｢町民への情報公開」から「情報共有」へ（開かれた町政）
議会・行政が持つ情報は “ 町民の情報 ”、情報の共有をまちづくりの基本に。

まちの仕事の企画、実施、評価の各過程で、町民に分かりやすく公平な情報の提供に努めるべき。
【具体的には…】

●町情報公開条例の見直し・内容充実（積極的な情報発信・公開へ）、●町財政や予算情報を分かりやすく公開、
●各審議会・委員会など諸会議の公開、●各年度の重要施策の成果公表、●効率的な情報管理の仕組み　など

議会・行政は、公平に分かりやすく情報を提供するための制度・仕組みをつくる。

③町民の「情報共有」を前提とした参加機会の充実へ（町民の参加権利）
議会・行政は、まちの課題解決の計画段階、実施、評価の各過程で町民の声を聞く。

議会、行政はまちの課題解決に向けた決定プロセスを明確にし、幅広い年代層や男女の偏りのない町民参加機
会づくりをすべき。町民の意見提言などをまちづくりに反映。

【具体的には…】
●総合計画（まちづくり計画）など重要計画策定、町民に義務を課す取り組み、大きな投資を伴う公共施設の
新設など「まちの重要課題」は計画段階から町民参加を保障、●重要計画の大きな変更をともなう場合は町民
参加を保障、●行政の仕事を町民が評価する仕組み、●各種審議会・委員会などの人選は公募に配慮、●町民
意見に対する議会・行政の応答の仕組み、●幅広い町民が参加しやすい場づくり、●住民投票制度　など　

議会・行政は、多様な町民の参加機会を充実し、町民の声を尊重した決定をする。

年齢に応じた「子どもたちの参加」
将来を担う子どもたちにも、年齢に応じた学ぶ場（情報共有）や、まちづくりに参加できる場が必要である。
地域と学校が連携した「ふるさと教育」の推進や、子ども会議などの参加機会づくりを進めるべき。

つくる会と町議会との一般会議
（5 月 8 日　役場会議室）

つくる会と椿原町長との懇談会
（5 月 10 日　総合福祉センター）

　また、自治基本条例制定を公約に掲げ、推進する椿原紀昭町
長とも懇談し、条例検討のポイントなどについて議論しました。

【椿原町長の主な考え方】
●町民の皆さんが町政に誇りを持ち、納得できるまちづくりを
　進めるため、「情報共有」と「町民参加」を基本とした理念・
　制度を将来に保障したい。
●「情報公開・情報共有」については、これまでも実践を重ねたが、
　さらに町民目線に立ち、継続的な努力をしていきたい。
●まちの重要課題に対する計画段階からの町民参加が重要な論
　点の一つ。どのレベルで保障すべきかの議論を深めたい。
●「町民参加の充実」を通して町職員の政策立案能力を高めたい。



　

◇保険料の軽減
① 均等割の軽減（年額）
　● 軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
　● 被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

所 得 が 次 の 金 額 以 下 の 世 帯 減額割合 均等割の年額

33 万円かつ被保険者全員が所得０円
（年金収入のみの場合、受給額 80 万円以下） → 9 割軽減

【年額】

47,709 円が 　 4,770 円に

33 万円 → 8.5 割軽減
【年額】

47,709 円が 　 7,156 円に

  33 万円＋ (24 万 5 千円×世帯主以外の被保険者数 )
　　　※単身世帯の方は、該当しません → 5 割軽減

【年額】

47,709 円が 23,854 円に

 33 万円＋ (35 万円×世帯の被保険者数 ) → 2 割軽減
【年額】

47,709 円が 38,167 円に

② 所得割の軽減
　● 被保険者個人の所得で計算します。

所 得 が 次 の 金 額 以 下 の 方 軽減割合

所得から 33 万円を引いた額が 58 万円以下の方 5 割軽減

7 月に保険料を個別にお知らせします

③ 被用者保険の被扶養者だった方の軽減　

●この制度に加入したときに被用者保険の被扶養者だった方については、

所得割はかからず、均等割が 9 割軽減となります。

【1 人当たりの額】

47,709 円

【本人の所得に応じた額】 １年間の 保険料
（100 円未満は切り捨て）（平成 23 年中の所得－ 33 万円）× 10.61％+ =

① 均 等 割 ② 所 得 割

　○ １年間の保険料の上限額は 55 万円です。
　○ 年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

■平成 24 年度の保険料はこのように計算されます

被用者保険とは、協会けんぽなど、
主にサラリーマンの皆さんが加入
している健康保険のことで、 市町
村の国民健康保険は含まれません。

被保険者とは加

入者のことを言

います。

8

◇保険料の減免　

　災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著し
く困窮し、保険料のお支払いが困難な方については、保険料の減免が受けら
れる場合があります。

◇保険料のお支払い方法
● 口座振替を希望される方は、町税務課課税グループへお申し出ください。
　お申込みに必要なもの：ご本人の保険証・お支払いする口座の預金通帳

とお届け印）
● 「年金からのお支払い」から「口座振替」への切り替えには、２～３カ月

程度お時間が必要です。
● 税申告の際の「社会保険料控除」は、お支払いする方に適用されます。
　（年金からのお支払いの場合、お支払いただくご本人の社会保険料控除の

対象になります）

9

■病院にかかるときはこんな点に気をつけましょう
　● かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、まずは相談しましょう。

● 具合が悪いときには早めに受診し早めに対処しましょう。
● 同じ病気でいくつもの医療機関を受診することは控えましょう。
● 休日や夜間に救急医療機関を受診しようとする際には、平日の時間内に受診す

ることができないか、もう一度考えてみましょう。

制度について
北海道後期高齢者医療広域連合　☎ 011-290-5601

町住民福祉課住民・国保グループ　☎� 7508（直通）

保険料について 町税務課課税グループ　☎� 7505（直通）
問い合わせ

はこちら

保険料のお支払いが困難な場合
は、町税務課課税グループへご
相談ください。 

保険料のお支払いは
『年金からのお支払い』と、

『口座振替』から選べます。

■ジェネリック医薬品の利用について
　● 医療機関で処方される薬には、新薬 ( 先発医薬品 ) とジェネリック医薬品 ( 後発

医薬品 ) があります。
　● ジェネリック医薬品の処方をご希望される方は、医師や薬剤師にその旨を伝え

るか、医療機関や薬局の受付窓口に「希望カード」を提示することによりお願い
することができます。

効き目・安全性について

　ジェネリック医薬品は、新薬と同等
の効果・効能を持ち、厚生労働省の基
準を満たしている安全なお薬です。
※ただし、ご希望の際は、必ず主治医
や薬剤師によく相談しましょう。

価格について

　ジェネリック医薬品を利用すると、
お薬代が安くなります。薬によって異
なりますが、新薬より３割以上、中に
は５割以上安くなるものもあります。

カードを希望され
る方は、町住民福
祉課住民・国保グ
ループまでお問い
合わせください。

自 分 自 身 の か ら だ
の 状 態 に 関 心 と 責
任を持ち、お医者さ
ん と の 対 話 を 大 切
にしながら、病気に
向 き 合 っ て い く よ
うにしましょう。
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広
域
連
携
が
効
果
的
な
事
務
事
業
の
抽
出

や
そ
の
連
携
手
法
の
具
体
的
な
検
討
を
目
的

に
、
生
活
圏
が
重
複
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
が
比
較
的
類
似
し
て
い
る
南
空
知
４
町

（
南
幌
町
・
由
仁
町
・
長
沼
町
・
栗
山
町
）

項目 検討内容

社会教育事業
社会教育施設の相互利用、社会教育
事業の広域実施

（４町で社会教育部会設置）

学校給食事業・学校給
食センター

学校給食センターの広域設置、事務
の委託など効率的な運営管理

（由仁町と栗山町の２町で学校給食部会設置）

職員研修事業
職員研修の共同実施、研修機会の確
保、研修メニューの充実

（４町で職員研修部会設置）

観光事業
観光エリアとしての一体的な PR、
４町独自の観光ルート整備

（４町で観光連携部会設置）

で
「
南
空
知
４
町
広
域
連
携
検
討
会
議
」
を

平
成
23
年
度
に
設
置
し
、
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
や
部
会

に
よ
る
専
門
的
な
検
討
内
容
を
ま
と
め
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南

空
知
４
町
に
お
け
る
広
域
連
携
の
あ
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方
に

関
す
る
報
告
書
」
を
作
成
（
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
調
査
研
究
を
行
い
、
事
務
の
共
同
処
理

に
向
け
た
検
討
を
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て
い
く
予
定
で
す
。

に
お
け
る
広
域
連
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の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

【短期的事業】

項目 検討内容

公平委員会
広域設置による事務の効率化、４町
よりも広域の枠組みによる広域設置

広域災害等ネットワーク
４町による災害協定の締結、災害備蓄
品（食糧・防災資材）の共有化

私債権などに係る管理
私債権（公営住宅使用料や学校給食
費、水道料金など）の徴収事務、強
制処分手法の共同研究・実施

公共施設、病院など
の将来計画

公共施設・病院などの共同設置・利
用、施設巡回バスの運行

有害鳥獣の駆除業務
エゾシカ・アライグマ等駆除業務の
広域化、ハンターなどの確保

公営住宅管理
公営住宅維持管理業務の共同管理、
指定管理者制度などの導入

教育委員会、教育セ
ンター

教育委員会の広域連携、教育セン
ターの広域設置

専門的な人材の広域
登録

高齢者生きがい対策として保育士・
介護士の確保、株式会社設立の検討

【中長期的事業】

町
所
有
一
戸
建
て
住
宅

入
居
者
を
募
集

■
入
居
資
格

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

※
町
外
に
居
住
の
方
も
申
し
込
み
可

■
必
要
書
類

町
営
住
宅
申
込
書

住
民
票
（
入
居
希
望
者
全
員
）

所
得
税
課
税
証
明
、
納
税
証
明
書

■
申
込
期
限

平
成
24
年
6
月
15
日
㈮

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選
考
も

し
く
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
開
始
日

平
成
24
年
7
月
2
日
㈪

■
住
宅
情
報

所
在
地　

角
田
1
6
2
番
地
24

建
設
年　

平
成
3
年

間
取
り　

4
L
D
K
2
階
建

　
　
　
　

1
0
5
.
1
6
㎡

家　

賃　

２
６
，
２
８
０
円
（
月
額
）

駐
車
場　

な
し

■
申
し
込
み
・
見
学
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
２

【問い合わせ先】　経営企画課地域政策グループ　☎ �7502
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　6 月 16 日 ( 土）
実  施  場  所 時　　　間
円山文化センター 9：00 ～ 9：10

御 園 公 民 館 9：20 ～ 9：30

南 学 田 公 民 館 9：40 ～ 9：50

南 部 公 民 館 10：10 ～ 10：30

杵 臼 自 治 会 館 10：40 ～ 10：50

鳩 山 中 央 公 民 館 11：10 ～ 11：20

ポ プ ラ 団 地 入 り 口 11：30 ～ 11：40

中 里 公 民 館 11：45 ～ 11：55

　6 月 17 日 ( 日）
実 施 場 所 時　　　間

栗山公園第 1 駐車場 9：00 ～ 9：10

岡山砂利駐車場 9：15 ～ 9：25

ふたば児童公園前 9：30 ～ 9：40

農村環境改善センター 9：50 ～ 10：00

富士中央公民館 10：10 ～ 10：20

南  町  内  会  館 10：25 ～ 10：35

運 動 公 園 南 側 10：40 ～ 10：50

栗山警察署西側 10：55 ～ 11：05

くりやま金物店前 11：10 ～ 11：20

栗山町役場南側 11：25 ～ 11：40

　
４
月
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
飼
い
主
の
方
を
対

象
に
、
次
の
日
程
で
追
加
の
集
合
注
射

を
行
い
ま
す
。こ
の
集
合
注
射
以
降
は
、

各
自
で
最
寄
の
動
物
病
院
で
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち 

栗
山
青
年
会
議
所
で
す
。
⑤

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

　

こ
ん
に
ち
は
。
㈳
栗
山
青
年
会
議
所

専
務
理
事
の
梅
津
良
平
で
す
。

　

当
、
青
年
会
議
所

は
、
1
9
6
9
年
に

創
立
さ
れ
、
地
域
へ

の
奉
仕
、
仲
間
と
の

友
情
、
そ
し
て
、
自
分
を
磨
く
修
練
と

い
う
3
つ
の
信
条
を
も
っ
て
、
私
た
ち

の
住
む
栗
山
町
が
元
気
に
な
る
よ
う
に

と
願
い
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
札
響
ひ
な
祭
り

コ
ン
サ
ー
ト
、
栗
山
天
満
宮
合
格
祈
願

祭
、
栗
山
町
に
対
し
て
の
提
言
、
近
年

で
は
、
く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
、

ふ
る
さ
と
の
川
に
サ
ケ
を
呼
び
戻
そ
う

と
題
し
て
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
等
々
、
そ

の
時
、
そ
の
時
代
の
会
員
が
私
た
ち
の

住
む
栗
山
町
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
が
未
来
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
の

み
ん
な
で
守
ろ
う
美
し
い
ま
ち

生
活
と
環
境

Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
農
産
物
直
売
所

Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
継
立
出
張
所

店
　
　
　
名

中
央
3

継
立

住
所

指
定
ご
み
袋
取
扱
店
が

増
え
ま
し
た
。

栗
山
町
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
、

6
月
1
日
か
ら
次
の
2
店
舗
で
も
取

り
扱
い
を
始
め
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

狂
犬
病
の
追
加
予
防
注
射

注射料は 3,040 円
未登録の犬は、登
録料 3,000 円が別
途かかります。

【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
生
活
課　

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
1

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

愛犬を
守ろう！

か
、
20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
ま
だ
ま
だ

社
会
人
と
し
て
は
若
い
会
員
が
日
々
真

剣
に
考
え
な
が
ら
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
会
員
も
60
人
か
ら
現
在
は
13

人
と
少
々
元
気
が
な
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
い
つ
の
時
代
も
街
を
変
え

る
の
は
、「
よ
そ
者
！
バ
カ
者
！
そ
し

て
、
若
者
！
」
ぜ
ひ
、
多
く
の
栗
山
町

に
住
む
若
者
が
私
た
ち
と
一
緒
に
真
剣

に
栗
山
町
の
こ
と
を
考
え
、
悩
み
、
多

く
の
仲
間
と
未
来
を
語
る
。
そ
ん
な
20

歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
栗
山
町
を
元
気
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

全道各地から出店。盛り上がり
をみせた『くりやまマルシェ』

恒例となった
『サケの稚魚放流事業』

【
問
い
合
わ
せ
】

専
務
理
事　

梅
津

0
9
0
（
8
8
2
7
）
3
8
8
3
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町
で
は
、
24
年
度
中
に
29
歳
、
34
歳
に
な

る
方
を
対
象
に
、
無
料
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

「
健
診
」
に
関
す
る
理
解
や
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
健
診
」
を
受
け

る
機
会
が
少
な
い
年
代
の
方
を
対
象
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
検
査
で
異
常
値
が
で
る

前
か
ら
「
予
防
を
心
が
け
る
こ
と
」
が
大
切

で
す
。
29
歳
は
、
30
歳
代
の
直
前
と
い
う
身

体
の
節
目
に
、
34
歳
は
、
健
診
結
果
に
異
常

が
出
始
め
る
時
期
で
、
35
歳
か
ら
の
各
種
が

ん
検
診
が
対
象
と
な
る
直
前
の
年
齢
で
継
続

受
診
へ
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

健
診
で
は
、
現
在
の
「
身
体
の
状
態
」
を

読
み
取
り
、
今
後
の
状
態
を
予
測
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
健
康
を
保
つ
た

め
に
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

生
活
習
慣
で
の
工
夫
点
や
注
意
点
を
考
え
、

改
善
す
る
支
援
を
町
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

が
健
診
結
果
に
基
づ
き
説
明
し
ま
す
。

■
無
料
健
診
の
検
査
項
目

①
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
　

　

問
診
・
身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査
（
尿

蛋
白
・
尿
糖
）・
血
液
検
査
（
脂
質
・
血
糖
・

先
日
、
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
が
来
院
さ

れ
ま
し
た
。
61
歳
の
男
性
で
す
。
か
な
り
前

か
ら
暗
い
と
こ
ろ
で
は
、
光
が
当
た
っ
て
い

な
い
の
に
白
い
光
が
ピ
カ
ピ
カ
と
見
え
る
よ

う
に
な
り
（
光
視
症
）、
日
中
は
気
に
な
ら
な

い
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
し
た
。
1

週
間
前
か
ら
右
目
に
黒
い
点
が
た
く
さ
ん
飛

ぶ
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
飛

蚊
症
）。
そ
れ
で
も
放
置
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

２
～
３
日
前
か
ら
右
目
の
視
野
に
カ
ー
テ
ン

の
よ
う
な
「
も
や
」
が
か
か
り
、
半
分
見
え

な
く
な
っ
た
め
来
院
と
な
り
ま
し
た
。

視
力
は
す
で
に
指
の
数
が
わ
か
る
程
度
ま

で
低
下
し
て
い
ま
し
た
が
、
眼
圧
と
、
眼
表

面
に
は
異
常
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
か
ら
網
膜

剥
離
が
疑
わ
れ
た
た
め
、
眼
底
検
査
を
し
た

と
こ
ろ
や
は
り
、
眼
球
内
の
網
膜
が
上
半
分

は
が
れ
て
お
り
、
網
膜
剥
離
が
発
症
し
て
ま

し
た
。
も
の
を
見
る
た
め
に
非
常
に
大
事
な

網
膜
の
中
心
部
で
あ
る
黄お

う
は
ん
ぶ

斑
部
も
は
が
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
黄
斑
部
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
と
、
網
膜
剥
離
が
治
っ
て
も
視
力

の
改
善
に
は
時
間
が
か
か
り
、
視
力
が
改
善

し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
患
者
さ
ん
に
関

し
て
言
え
る
こ
と
は
、

飛
蚊
症
に
気
付
い
た
段

階
で
眼
科
を
受
診
す
べ
き
で
し
た
。
早
く
見

つ
か
る
と
そ
れ
だ
け
治
療
が
軽
く
済
み
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
飛
蚊
症
が
発
症
し
た
と
き
に
、

眼
底
に
穴
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
穴
の
段
階
で
し
た
ら
、
特
殊
な
レ
ー
ザ
ー

治
療
で
網
膜
剥
離
へ
の
進
行
を
予
防
で
き
ま

す
。
た
だ
、
こ
の
治
療
を
し
て
も
効
果
が
な

い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
手
術
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
実
際
こ
の
患
者
さ
ん
は
、
入
院

手
術
で
き
る
病
院
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

網
膜
剥
離
は
、
年
間
、
数
千
か
ら
数
万
人

に
1
人
の
割
合
で
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
発
症
し
や
す
い
年
代
は
、
20
代
と

50
代
で
す
。
20
代
は
近
視
が
強
か
っ
た
り
、

外
傷
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
50
代
は
、
加
齢

に
よ
り
、
眼
球
内
の
硝し

ょ
う
し
た
い

子
体
と
い
う
組
織
が

変
性
、
収
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

若
い
方
の
網
膜
剥
離
は
進
行
が
ゆ
っ
く
り
で

す
が
、
50
歳
以
上
の
方
の
網
膜
剥
離
は
進
行

が
速
く
、
以
前
勤
務
し
て
い
た
札
幌
の
病
院

健康のコラム

health columu

栗山さいとう眼科院長

で
、
朝
、
飛
蚊
症
が
発
症
し
て
夕
方
診
察
し

た
時
に
は
す
で
に
、
網
膜
が
半
分
は
が
れ
て

い
た
と
い
う
非
常
に
進
行
が
速
い
患
者
さ
ん

を
診
察
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

飛
蚊
症
が
な
く
て
も
、
硝
子
体
が
変
性
し
て

収
縮
す
る
こ
と
で
網
膜
を
ひ
っ
ぱ
る
と
、
光

が
あ
た
っ
て
い
な
い
の
に
光
が
見
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
光
視
症
と
い
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
症
状
の
時
も
眼
底
検
査
を
勧
め

て
い
ま
す
が
、
光
視
症
が
あ
り
、
眼
底
検
査

を
し
て
も
異
常
が
無
い
場
合
で
も
、
網
膜
剥

離
が
発
症
し
た
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
は
毎
日
眼
科
に
通
院
す
る
こ
と

は
無
理
で
す
の
で
、
毎
日
ご
自
分
で
片
目
ず

つ
、
視
野
に
異
常
が
な
い
か
（
全
体
が
見
え

る
か
）
ご
確
認
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
も

し
異
常
に
気
づ
い
た
ら
、
早
め
に
眼
科
を
受

診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

網
膜
剥
離
が
発
症
し
て
も
現
在
の
医
療
で

は
、
95
％
以
上
の
網
膜
剥
離
は
治
り
ま
す
。

手
術
方
法
に
は
、
眼
球
の
外
側
に
シ
リ
コ

ン
ス
ポ
ン
ジ
の
バ
ン
ド
を
巻
く
網も

う
ま
く
ふ
く
い
じ
ゅ
つ

膜
復
位
術

と
、
硝し

ょ
う
し
た
い
し
ゅ
じ
ゅ
つ

子
体
手
術
の
大
き
く
分
け
て
２
つ
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
手
術
が
選
択

さ
れ
る
か
は
、
網
膜
剥
離
の
場
所
や
、
進
行

状
況
、
患
者
さ
ん
の
全
身
状
況
を
確
認
し
て

決
め
ら
れ
ま
す
。
当
院
で
で
き
る
治
療
は
レ
ー

ザ
ー
治
療
ま
で
で
、

こ
れ
ら
2
種
類
の
手

術
は
、
札
幌
や
岩
見

沢
の
病
院
に
患
者
さ

ん
を
ご
紹
介
し
て
お

り
ま
す
。

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

齋藤　秀
ひでふみ

文　

医院名

受付時間

※土曜診療は第 2・4 土曜日のみ ( △ )
　夜間診療は第 1・3・5 金曜日のみ ( △ )
　日曜日、祝日は休診日といたします。
　　所在地：朝日 3 丁目 6 番 33
   ☎� 4146　FAX � 7006

　■■院長 プロフィール ■■

出　身：北見市出身
　　　　昭和 42 年生まれ
出身校：旭川医科大学卒
家　族：妻、長男、二男の 4 人家族
趣　味：読書、バイク、ドライブ
栗山について一言：
　のどかな田園風景　気の優しい患者さん、

おいしい食べ物、冬の猛吹雪を除いてはす
べて気に入っております。札幌で勤務して
いた時よりもやりがいのある地域だと思っ
ています。

院長　齋
さいとう

藤 秀
ひでふみ

文
栗山さいとう眼科

受付時間 月 火 水 木 金 土
8:30 ～ 11:00 ○ ○ ○ ○ 検査 △

13:30 ～ 17:00 ○ 手術 手術 検査 ○ －
17:00 ～ 19:00 － － － － △ －

「
目
」
の
病
気
に
つ
い
て

肝
機
能
・
腎
機
能
・
貧
血
）

②
胃
が
ん
検
診
　
バ
リ
ウ
ム
検
査

③
肺
が
ん
検
診　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
検
査

④
大
腸
が
ん
検
診
　

2
日
分
検
便
検
査

受
診
し
た
い
希
望
日
の
２
週
間
前
に
、
左

記
の
申
込
先
に
直
接
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
健
診
当
日
は
「
無
料
健
診
受
診
券
」

と
「
医
療
保
険
者
証
」
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
は
、
広
報
４
月
号
折
り
込
み

の
「
元
気
が
一
番
！
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ �2256

な
ぜ
、29
歳
と
34
歳
を
無
料
の
対
象
に
？

～日ごろの健康管理は、
　自分の体を知ることから～

健康診断が無料に！
　（29 歳と 34 歳が対象）

健
診
結
果
は
町
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

が
ご
説
明
し
ま
す

●
異
変
に
気
づ
い
た
ら

　
早
期
受
診
を
！

●
網
膜
剥
離
（
も
う
ま
く
は
く
り
）

●
飛
蚊
症
（
ひ
ぶ
ん
し
ょ
う
）

●
光
視
症
（
こ
う
し
し
ょ
う
）

●
網
膜
剥
離
は
治
る
病
気
で
す

無
料
健
診
の
受
診
方
法
は
？

健診機関（会場） 受診日 申込先

個別
健診

栗山赤十字病院 6 月～ 8 月末 栗山赤十字病院
☎� 1015

対がん協会（札幌）
※各自で会場へ 6 月～ 8 月末

町地域医療
・保健対策室

☎� 2256集団
健診

対がん協会
※総合福祉センター

「しゃるる」

  7 月   4 日 ㈬
  9 月 28 日 ㈮
  1 月 23 日 ㈬

対がん協会（札幌）
※送迎バスが出ます

  5 月 28 日 ㈪
  8 月 24 日 ㈮
11 月 13 日 ㈫

無料健診の実施医療機関および申込先

栗
山
町
は
、
江
別
市
と
平
成
24
年
３
月

14
日
に
医
療
連
携
協
定
を
締
結
し
、
江
別

市
立
病
院
か
ら
栗
山
赤
十
字
病
院
に
4

月
か
ら
週
１
回
、
総
合
内
科
医
が
派
遣
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
医
師
確
保
が
極
め
て
難

し
い
中
、
自
治
体
広
域
連
携
に
よ
る
医
師

派
遣
の
支
援
は
、
地
域
医
療
を
支
え
る
重

要
な
取
り
組
み
で
す
。
江
別
市
立
病
院
の

支
援
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能

な
地
域
医
療
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
5
月
10
日
㈭
に
は
第
5
回　

江
別
・
南
空
知
（
4
町
）
医
療
連
携
協

議
会
が
南
幌
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
栗

山
町
と
し
て
は
初
め
て
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
自
治
体
病
院
の
概
況
、
診
療

体
制
の
状
況
、
相
互
連
携
の
状
況
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

江
別
・
栗
山
医
療
連
携
情
報

●
網
膜
剥
離
に
つ
い
て



　
　　

昼
間
、
育
児
を
手
伝
っ
て
も
ら
え
る

人
が
い
な
い
家
庭
に
、
安
心
と
ゆ
と
り

あ
る
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
子
育

て
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
は
、
子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち

ま
ち
と
い
う
名
の
家
族

－問い合わせ－
町住民福祉課

福祉・子育てグループ
☎� 2222

14

◆
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

お
母
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
お
む
つ
の
交

換
や
、
沐
浴
、
ミ
ル
ク
の
授
乳
、
子
守

り
な
ど
の
育
児
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
対
象
者

出
産
後
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
3
月
31

日
ま
で

◇
利
用
で
き
る
時
間

午
前
８
時
～
午
後
６
時
（
年
中
無
休
）

１
日
に
最
大
４
時
間
ま
で

※
週
に
３
回
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

◇
利
用
料
金

1
時
間
6
0
0
円

派
遣
を
希
望
さ
れ
る
方
は
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
事
前
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
登
録
先
】

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
児
童
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
１
２
８
０

【
派
遣
事
業
所
】

サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ  

株
式
会
社 

支
援

　　
「
子
ど
も
に
も
ス
ト
レ
ス
っ
て
あ
る

の
？
」「
遊
ん
で
る
だ
け
な
の
に
？
」
と
思

う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

子
ど
も
も
友
達
と
の
や
り
取
り
や
集
団
生

活
の
中
で
、
我
慢
し
た
り
、
ま
わ
り
に
合

わ
せ
た
り
…
大
人
と
同
じ
で
実
は
苦
労
し

て
い
る
の
で
す
。
特
に
今
は
新
生
活
で
溜

ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
が
表
面
化
し
や
す
い
時

期
。
少
し
注
意
し
て
み
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

《
ス
ト
レ
ス
の
サ
イ
ン
》

・
頭
痛
や
腹
痛
な
ど
体
調
不
良
が
多
い

・
わ
が
ま
ま
が
増
え
た

・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
（
物
や
人
に
当

た
る
な
ど
）

《
対
応
法
》

・
体
調
が
悪
い
時
は
、
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
す

・
最
近
の
様
子
に
つ
い
て
話
を
聞
く

・
注
意
す
る
時
は
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ

た
上
で
の
行
動
と
理
解
し
て
関
わ
る

・
少
し
甘
や
か
し
て
あ
げ
る
（
頑
張
っ

て
い
る
ご
褒
美
と
し
て
）

　

も
し
、
気
に
な
る
様
子
が
長
く
続
く

よ
う
で
あ
れ
ば
、
当
相
談
室
ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
員　

大
館　

徳
子
）

そ
ら
ち
ね   

⑪

子
ど
も
・
子
育
て
心
の
相
談
室
よ
り

連載中

こ
ん
な
時
は
・
・

　
子
育
て
ヘ
ル
パ
ー

6
月
25
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
は
、

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
強
化
週
間
で
す
。

期
間
中
、
い
じ
め
、
虐
待
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
悩

み
や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る

特
設
電
話
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◆
相
　
談
　
日

6
月
25
日
㈪
～
６
月
29
日
㈮

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

※
6
月
30
日
㈯
～
7
月
1
日
㈰
は

午
前
10
時
～
午
後
5
時

◆
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0
（
0
0
7
）
1
1
0

◆
問
い
合
わ
せ

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
0
1
2
6
（
2
2
）
0
6
1
9

「
こ
ど
も
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

＊
出
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い

け
ど
、
子
ど
も
は
一
緒
に
連

れ
て
い
け
な
い
わ

＊
マ
マ
が
歯
医
者
に
行
き
た

い
。
子
ど
も
を
ど
う
し
ょ

う
・
・

＊
上
の
子
の
参
観
日
に
行
き
た

い
け
ど
下
の
子
を
連
れ
て
い

け
な
い
し
、
誰
か
み
て
く
れ

な
い
か
な
・
・

こ
ん
な
時
は
・
・

栗
山
い
ち
い
保
育
園 

☎
�
１
５
７
２

【
の
び
の
び
広
場
】

日
　
時
　

6
月
29
日
㈮

 

午
前
10
時
～
午
後
1
時

内
　
容
　
園
庭
で
遊
ぼ
う

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物
　
お
弁
当

申
し
込
み　

前
日
ま
で

【
園
開
放
】

◆
日
　
時　

6
月
6
日
㈬
・
13
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時

内
　
容
　
同
年
齢
の
お
友
だ
ち
と
遊
ぼ
う
！

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
日
　
時　

6
月
23
日
㈯
午
前
8
時
30
分
～

内
　
容　

運
動
会
の
未
就
学
児
競
技
種
目
に

参
加

15

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ス
キ
ッ
プ
」
☎
�
１
２
８
０

　【
ひ
よ
こ
グ
ル
ー
プ
】

日
　
時
　

6
月
12
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
運
動
あ
そ
び

対
　
象
　
０
歳
～
1
歳
5
カ
月
児
と
そ
の

保
護
者

　【
育
児
サ
ー
ク
ル
ま
め
っ
こ
】

日
　
時
　

6
月
21
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
午
後
11
時
30
分

内
　
容
　
ミ
ニ
運
動
会

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　【
パ
ク
モ
グ
相
談
】

日
　
時
　

6
月
22
日
㈮

午
前
10
時
30
分
～
試
食
作
り

午
前
11
時
～
栄
養
相
談
・
試
食
　

内
　
容
　
栄
養
相
談
・
試
食 

　
　
　
　
（
試
食
作
り
は
要
予
約
）

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　【
土
曜
開
放
】

日
　
時
　

6
月
23
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

内
　
容
　
遊
戯
室
遊
び
・
絵
本
読
み
聞
か

せ

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

あ
そ
び
の
広
場

…
問
い
合
わ
せ
は
各
施
設
へ
…

　【
こ
あ
ら
グ
ル
ー
プ
】

日
　
時
　

6
月
26
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
中
庭
遊
び

対
　
象
　
１
歳
6
カ
月
～
就
学
前
ま
で
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者

　【
子
育
て
講
座
～
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
～
】

日
　
時
　

6
月
28
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
講
話
・
歓
談

座
　
長　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
保
育
士

定
　
員
　
10
組（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
し
込
み
　

6
月
26
日
㈫
ま
で

　

　
　

6
月
の

●材料　4 人分　（1 人分 127kcal）
イチゴ ･･･12 粒
クリームチーズ ･･･50g　
砂糖 ･･･ 小さじ 2
レモン汁 ･･･ 小さじ 1
ヨーグルト ･･･400g

●作り方
①イチゴはヘタを取り、フォークでつぶす。
②残りのイチゴは、4 等分に切っておく（4 粒）
③クリームチーズはやわらかくなるまで室温に

戻しておく。
④最後に③、ヨーグルトとレモン汁・砂糖を混

ぜ合わせてイチゴを上に添えて出来上がり。

　町地域医療・保健対策室　管理栄養士　上西　洵子

子どもと一緒においしく…栗産栗消

いただきます！くりやま

イチゴのレアチーズヨーグルト

継
立
保
育
所
☎
�
２
０
３
２

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
　
時　

6
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
～

内
　
容　

運
動
会
の
未
就
学
児
競
技
種
目
に

参
加

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
☎
�
１
４
５
９

☎
�
４
９
１
４
　

【
な
か
よ
し
広
場
】

日
　
時　

6
月
30
日
㈯　

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
1
時

内
　
容　

運
動
会
練
習
参
加

対
　
象
　
園
児
・
小
・
中
・
高
校
生
・
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
　
4
0
0
円

申
し
込
み　

6
月
22
日
㈮
ま
で     　
　

   

子育て支援センターでの
パクモグ相談の様子

“
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
“



　　　　

今
か
ら
3
年
前
、
小
樽
市
か
ら
栗
山
へ

と
活
動
の
拠
点
を
移
し
た
木
彫
の
工
房

『
木
の
工
房
る
か
』
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
と
案
内
し
て
く
れ
た
の

は
、
古
川
世せ

つ

お
都
生
さ
ん
と
夫
人
の
ゆ
か

り
さ
ん
。
も
と
も
と
和
室
だ
っ
た
部
屋

を
夫
婦
で
時
間
を
か
け
て
改
装
し
た
と

い
う
真
っ
白
く
塗
ら
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に

は　
『
r
u
k
a 

v
i
l
l
a
g
e

（
るる

か

の

村

か
ビ
レ
ッ
ジ
）』
と
書
か
れ
た
プ
レ
ー

ト
が
。
カ
メ
ラ
や
パ
ン
を
持
っ
た
ネ
コ
、

野
菜
を
運
ぶ
ブ
タ
、
か
わ
い
い
車
な
ど
の

木
彫
り
の
作
品
が
、
あ
た
か
も
そ
こ
で
生

活
し
て
い
る
よ
う
に
並
ん
で
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
童
話
の
よ
う
な
世
界
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。　

　　

作
品
が
並
ぶ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
窓
か
ら
は

自
然
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と

し
た
雨
煙
別
川
の
流
れ
も
見
渡
す
こ
と
が

で
き
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
い
る
と
不
思
議
と

時
間
も
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
古
川
さ
ん
は
、こ
う
い
っ

た
自
然
の
中
で
生
活
し
て
感
じ
と
っ
た
こ

と
を
ヒ
ン
ト
に
し
作
品
を
制
作
す
る
そ
う

で
す
。

栗山のモノづくりを応援します！

木
が
持
つ
優
し
さ
を
伝
え
る

木
の
工
房
る
か

16
栗山のあらゆるモノづくりを募集！自薦他薦は問いません。

【問い合わせ】町総務課広報情報グループ☎ �7501

木の工房 るか

雨煙別川

至 角田至 岩見沢 国道 234 号線

山の手橋

スキー場

　

以
前
、
小
樽
に
い

た
時
は
建
物
が
な
ら
ん
だ

街
並
み
の
作
品
が
多
か
っ
た

そ
う
で
す
が
、
栗
山
に
来
て
か

ら
は
農
村
風
景
や
、
動
物
、
野
菜
な

ど
の
作
品
を
多
く
制
作
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

材
料
は
シ
ナ
材
と
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
小
さ
い
も
の
用
に
エ
リ
マ
キ
材
を
使
い

分
け
、
古
川
さ
ん
が
彫
刻
刀
で
彫
り
あ
げ

た
も
の
を
、
ゆ
か
り
夫
人
が
彩
色
し
ま
す
。

木
が
持
つ
優
し
さ
に
、
ゆ
か
り
夫
人
が
彩

色
す
る
こ
と
で
、
作
品
が
も
つ
温
か
さ
が

一
層
引
き
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

古
川
さ
ん
は
「
お
客
さ
ん
の
ウ
ケ
を
狙

う
の
で
は
な
く
自
分
が
好
き
な
も
の
を

作
っ
て
い
る
ん
で
す
。
畑
仕
事
を
す
る
機

会
が
増
え
る
と
野
菜
の
作
品
が
増
え
た

り
、
パ
ン
を
焼
い
て
み
た
い
と
考
え
て
い

た
ら
パ
ン
の
作
品
を
作
っ
た
り
と
・
・
。

自
分
が
好
き
な
も
の
を
作
っ
て
喜
ん
で
も

ら
え
る
の
が
嬉
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　

作
品
は
、
同
工
房
で
購
入
で
き
る
（
要

事
前
連
絡
）
ほ
か
、
小
樽
市
の
木
工
ク
ラ

フ
ト
の
工
芸
店 

フ
ァ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
や
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
も
く
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
6
月
3
日
ま
で
札
幌
市
の
大
丸

藤
井
セ
ン
ト
ラ
ル
で
、『
風
』
を
テ
ー
マ

に
し
た
グ
ル
ー
プ
展
『
木
楽
な
ひ
と
び
と
』

が
開
催
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
9
月
に
は
横

浜
市
で
個
展
を
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

童
話
の
よ
う
な
世
界
が

部
屋
一
面
に
広
が
る

生
活
や
自
然
の
中
で
感
じ

た
こ
と
を
作
品
に

住　所  栗山町桜丘 1丁目
電　話　72-8955
※工房見学は要事前連絡

作品の前で
古川世都生さん

ギャラリーはまるで童話の世界

松井喜代士絵画展
～ほっとする暖かな心に浸って頂きた
い！！貴方と一枚の絵の思い出にぜひ
御鑑賞下さい！～
日程／ 6月1 日㈮～ 30 日㈯

てってって広場
～親子一緒に簡単な物作り～
日時／ 6月5 日㈫、19 日㈫ 10：30 ～
     5 日・・赤ちゃん広場
     19 日・・七夕飾り

まちの駅寄席
～親子一緒に簡単な物作り～
日時／ 6月21 日㈭
　　　 開場 18：30   開演 19：00
入場料／ 500 円（ワンドリンク）
　講談：荒到夢形
　演目①「栗山泣く木伝説」
　　　②「大岡政談～徳川天一坊～」
　落語：二杯亭小酔楽
　演目①「宮戸川」
　　　②「背なで老いてる唐獅子牡丹」

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
6 月は 1日･8日・15日・22日・29日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～13：30

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間（平日）     9：30 ～ 17：30
　〃（土・日・祝）  10：00 ～ 17：00

6 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2012 栗山公園だより 6 月号　vol.51

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ �0706
  指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop
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　多重債務とは、すでにある借金の返済に充てるために、複数の金融機関
から借り入れ行為を繰り返し、借金が雪だるま式に増え続ける状態を指し
ます。全国で多重債務に陥っている方は 100 万人以上といわれています。
時間の経過とともに借金が増えていくことがありますので、一人で悩まず
に消費生活相談室にご相談ください。

多重債務とは雪だるま？!

栗山公園の 6 月のイベント

公園内にある大きな木「アメリカキササゲ」の開花予想をしてく
ださい。今年はいつ開花するでしょうか？７月１５日（日）開花
発表予定！くわしくは「栗山公園案内所」まで

「アメリカキササゲ」
の開花予想！

ま ち の ひ ろ ば ◦ ◦ ◦◦ ◦ ◦ T o w n  s q u a r e

【事例】女性　27 歳　独身
　友人の結婚式に出席するために、必要な旅費や祝儀の費用が足りな
かったため初めて消費者金融を利用した。消費者金融の無人機は必要
な時に簡単に現金が手に入るため、たびたび利用するようになり借金
をしている感覚が無くなった。
　そんな時、給料が大幅に減り、借金の返済が困難になったため別の
消費者金融からも借り入れ。繰り返しているうちに気がつくと消費者
金融５社から総額で 250 万円の借金が・・。

クジャククイズ！

なかよし動物園にいる「クジャク」に関してのクイズです。
クイズに答えて「クジャク博士」になろう！
参加してくれた方はプレゼントがもらえるよ♪

期間：6月1 日㈮
～ 17 日㈰

期間：6月16 日㈯
～ 30 日㈯
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桜山で植樹祭
コープ未来（あした）の森づくり

花まつり白象パレード
11 年ぶりに復活

栗山町仏教会（棣棠英俊会長）主催による花まつり
白象（びゃくぞう）パレードが、5月 20 日、役場駐
車場から永禅寺（松風 2）までの約 500 メートルの間
で行われました。パレードは平成 13 年を最後に、景
気低迷や少子化によるお稚児（おちご）さん不足など
を理由に休止していましたが、11 年ぶりに復活しまし
た。参加者約 50 人のパレードは、沿道をゆっくりと
ねり歩き、見物人からは、昔を懐かしむ声がきこえて
いました。

栗山町と地域総合交流協定を結んで
いる酪農学園大学の学生 19 人が、5月
27 日、ハサンベツ地区などで地域基礎
演習を実施しました。学生たちは、教
員免許取得を目的とした教職課程の一
部を、栗山町で年間を通して研修を行
う予定となっています。この日は、午
前中に、栗山町の環境教育などの講義
を受けたあと、午後からは、栗山町
の 4～ 6年生が参加する「栗山キッズ
クラブ」の児童 22 人と、ハサンベツ
で田植え体験の交流事業を実施しまし
た。同大学 2年生の竹久尚樹（たけひ
さなおき）さんは「栗山町の方からお
話を聞いて、活気あふれる元気なまち
だと感じました。田植え体験では、キッ
ズクラブのみんなとうまくコミュニ
ケーションがとれて、楽しく田植えが
出来ました。子どもたちも楽しんでい
たのでよかったです」と、未来の「先生」
らしい感想を話してくれました。

酪農学園交流事業
栗山キッズクラブと田植え

　生活協同組合コープさっぽろ主催による植樹祭が、
5月 19日桜山の町有林において開催されました。コー
プさっぽろの佐藤守正札幌地区本部長は「今日、植樹
する苗木が、立派な森林になるまでは 50 年以上必要
です。また、昨年植樹したミズナラの苗木は、残念な
がら、エゾシカの食害で壊滅的な被害を受けてしまい
ました」と森の大切さと森林管理の難しさを呼びかけ
ました。町内外から参加した 93 人は、トドマツ 480
本を 24 アールに植樹しました。
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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

「つぼ八」で楽しい夕食会
恒例となった無料招待

つぼ八栗山店 ( 福田修身社長 ) が 5 月 15 日、ハロー
ENJOY( 田中秀典施設長 ) の利用者と職員、86 人を夕食
会に招きました。福田社長が「地元に役立つことは何か」
と考え 18 年前から続けて行っています。福田社長は「好
きなものを、たくさん飲んで食べて、明日からの元気に
つなげてください｣ と歓迎のあいさつをし、利用者たち
はたくさんの料理と飲み物で夕食会を楽しみました。田
中施設長は「毎年お招きいただき、ありがたい。利用者
の働く意欲にもつながります」と話していました。

栗山町 検索

町に AED を寄贈
消防署継立分遣所に設置

共立道路株式会社（鵜川昌久代表取締役社長）が 4
月 25 日、町へ自動体外式除細動器（AED）を寄贈し
ました。鵜川社長は「地区にある分遣所に AED がな
いことを知りました。地域住民の安全のため、万が一
の事態に備えて寄贈することにしました」と話してい
ました。同社では、消防署が行う心肺蘇生法の講習に
社員を参加させるなど安全管理の意識が高く、AEDも
設置しています。今回の寄贈により町内の AED 設置
カ所数は、合計で 34 カ所になりました。

栗山公園と園内のなかよし動物園が
4月 29 日、オープンしました。動物園
の開園前には 500 人を超える親子連れ
の長い列ができ、用意されたオープン
記念のお菓子 250 個がすべて配られま
した。さっそく、動物園では、子ども
たちが動物たちを見てまわり、ポニー
やうさぎにえさを与えながら、動物と
のふれあいを楽しんでいました。栗山
公園の指定管理者「たかはしダリア」
の高橋和則店長は、「町民から愛され、
親しまれる公園づくりに心がけ、北海
道で一番の公園にしたい」と意気込み
を話してくれました。この日、オープ
ンイベントとして、クリレンジャー
ショーや、みのり太鼓による太鼓演奏
などが実施され、来場者は春の穏やか
なひと時を満喫していまいた。栗山公
園では、「栗山監督応援花壇」や「ぐるっ
と栗山スタンプラリー」など、さまざ
まなイベントが計画されています。

栗山公園開き
なかよし動物園オープンイベント！



◆
日
　
　
時
　

6
月
23
日
㈯

午
後
5
時
30
分
～

雨
天
の
場
合
は
中
止

◆
場
　
　
所
　
ご
縁
広
場
（
松
風
２
）

◆
内
　
　
容

栗
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
、
エ
コ
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
キ
ャ

ン
ド
ル
ロ
ー
ド
、
ガ
ー
デ
ン
な
ど

※
皆
さ
ん
で
キ
ャ
ン
ド
ル
に
点
火
し
ま

し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

ご
縁
通
り
街
路
協
議
会　

西
田

☎
�
7
5
1
3

【
栗
山
開
拓
の
歴
史
と
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
】

◆
日
　
　
時
　

7
月
11
日
㈬

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

◆
見
学
場
所

栗
山
公
園
、
ホ
テ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ル

ズ
（
昼
食
）、
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー

ラ
環
境
ハ
ウ
ス
（
箸
づ
く
り
）、
北
の
錦

記
念
館

◆
参
加
料

・
大　

人　
　
　

1
9
0
0
円

・
小　

人　
　
　

1
8
5
0
円

◆
申
込
期
間
　

6
月
21
㈭
～
27
日
㈬

参
加
者
が
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
主
　
　
催

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
2

電
波
の
利
用
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
が
、

不
法
無
線
局
に
る
重
要
無
線
通
信
や
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
へ
の
混
信
妨
害
事
例
は

依
然
と
し
て
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

電
波
の
利
用
は
原
則
と
し
て
免
許
が
必

要
で
す
。
無
線
機
な
ど
を
購
入
す
る
と

き
は
、
必
ず
「
技
適
マ
ー
ク
」
が
付
い

て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
総
合
通
信
局

・
不
法
無
線
局
、
混
信
や
妨
害
な
ど

☎
０
1
1（
7
3
7
）０
0
9
9

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

☎
０
1
1（
7
3
7
）０
0
3
3

・
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
係

☎
０
1
1（
7
0
9
）3
9
5
6

・
電
波
利
用
料

☎
０
1
1（
7
0
9
）6
0
0
0

・
そ
の
他
行
政
相
談

☎
０
1
1（
7
0
9
）3
5
5
0

電
子
メ
ー
ル

Soudan-hokkaido@soum
u.go.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.soum
u.go.jp/

soutsu/hokkaido/

町
職
員
が
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
や
半
袖

シ
ャ
ツ
な
ど
の
過
ご
し
や
す
い
服
装
で

勤
務
す
る
軽
装
励
行
を
実
施
し
ま
す
。

◆
実
施
期
間

　

6
月
1
日
㈮
～
9
月
30
日
㈰

◆
問
い
合
わ
せ

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
1
1
1
1

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、
前
々

年
度
分
ま
た
は
、
前
年
度
の
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
な
ど
の
合
計
所
得
が

3
0
0
万
円
を
超
え
る
方
に
必
要
と

さ
れ
て
い
た
記
帳
と
、
帳
簿
書
類
の
保

存
が
、
こ
れ
ら
の
所
得
が
あ
る
業
務
を

お
こ
な
う
全
て
の
方
（
所
得
税
の
申
告

の
必
要
が
な
い
方
を
含
み
ま
す
）
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
必
要
と
な

り
ま
す
。

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
、
記

帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.nta.go.jp

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

岩
見
沢
税
務
署

☎
0
1
2
6
（
2
2
）
0
8
1
0

暮  

ら  

し
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まちのおしらせ

人　口　13,163   人  （＋42）
　男　　 6,162   人  （＋31）
　女　　 7,001   人  （＋11）
世帯数　 6,031世帯 （＋41）

※5月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

外
国
人
は
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」
適
正

に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め
ら
れ
る

か
在
留
資
格
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
外
国
人
の
雇
入
れ
と
離
職
は
、
必
ず
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

○
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め
適
正
な

雇
用
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張

☎
0
1
2
3
（
5
2
）
4
4
1
1

平
成
24
年
度
の
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行
防
止
対

策
・
橋
本
病
重
症
患
者
対
策
医
療
受
給

者
証
お
よ
び
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行
防

止
対
策
（
肝
炎
治
療
特
別
促
進
事
業
）

医
療
受
給
者
証
更
新
申
請
を
、
次
の
日

程
で
受
け
付
け
ま
す
。
保
健
所
か
ら
受

給
者
の
皆
さ
ん
に
お
送
り
し
た
関
係
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出

く
だ
さ
い
。

◆
受
付
場
所
・
期
間

○
岩
見
沢
保
健
所

（
岩
見
沢
市
８
条
西
５
丁
目
）

7
月
17
日
㈫
～
7
月
26
日
㈭

8
月
6
日
㈪
～
8
月
24
日
㈮

○
岩
見
沢
保
健
所
由
仁
支
所 

（
由
仁
町
新
光
1
9
5
番
地
）

８
月
１
日
㈬
～
８
月
２
日
㈭

◆
受
付
時
間

午
前
10
時
～
午
後
4
時

祝
・
祭
日
は
除
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

空
知
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
保
健
行
政
室

子
ど
も
・
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

☎
0
1
2
6
（
2
0
）
0
1
1
5

◆
期
　
日　
　

6
月
21
日
㈭

◆
場
所
・
時
間

・
北
海
道
内
田
鍛
工
株
式
会
社

　

午
前
10
時
～
11
時

・
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

　

午
後
0
時
15
分
～
1
時
15
分

・
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

・
栗
山
町
役
場

午
後
2
時
45
分
～
4
時

◆
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

☎
�
2
2
5
6

◆
日
　
時　
　

7
月
4
日
㈬
午
前
7
時
～

◆
場
　
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対
　
象
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infomation 6

35
歳
以
上
の
町
民
の
方
（
昭
和
53
年
3

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

※
40
歳
～
74
歳
で
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
の
方
は
、
特
定
健
診
も
同
時
に
受
診

で
き
ま
す
。

◆
料
　
金

・
胃
が
ん　
　

1
0
0
0 

円

・
肺
が
ん　
　
　

3
0
0 

円

・
大
腸
が
ん　
　
　

5
0
0 

円

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

☎
�
2
2
5
6

6
月
1
日
は
「
電
波
の
日
」

特
定
疾
患
な
ど
の
医
療
受
給

者
証
の
更
新
申
請

6
月
1
日
よ
り
ク
ー
ル
ビ
ズ

催
　
　
し

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

第
8
回
夏
至
祭
in
ご
縁
広
場

６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

の
対
象
者
拡
大

  町道民税（１期）

【問い合わせ】
 ･ 課税内容について　町税務課課税グループ  ☎� 7505
 ･ 納税相談について　町税金対策室　　　　  ☎� 7506

町税納期のお知らせ 今月の納期限

7 /2月
納税には

便利な
口座振替を！

※納税通知書は6月11日ごろ発送の
予定です。また、コンビニでも納め
られるようになりました。

◆水道メーターの交換について
ご家庭に設置された水道メーターは、その

精度を確保するために、8 年を経過すると新
しいメーターに交換が必要です。交換の対象
となるご家庭には、栗山町指定水道工事業者
から、お知らせが届きますので、交換作業へ
のご協力をお願いします。（一時的に断水とな
ります。）
　なお、取り換えの費用は無料です。

◆未納者は給水停止します
　水道水は、みなさんにお支払いいただく水
道料金によって、給水・維持されています。
このため、水道料金の納付が滞った場合は、
給水の停止を行います。料金に未納がないか
ご確認いただき、水道の給水・維持にご協力
をお願いします。

みんなの

水 道

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514

■日　時　6月２２日㈮　
　　　　　１８：００～２0：3 ０
■内　容

①参加店または「まちの駅・ホテルパラダイ
スヒルズ」で参加券を購入

②規定の飲食をし参加券に捺印
③規定時間内に 4 軒以上飲食してまわる
④ 20：30 に参加店の店頭で当選番号発表

■参加券　1 枚 2,000 円
■主　催　
　栗山町料飲店組合
■問い合わせ

ツモロー　中川　☎ �4600

くりやま食べて飲んでラリー
～地産地消応援～

　栗山町料飲店組合では、はしご酒で多
くの飲食店を楽しんでもらおうと『くり
やま食べて飲んでラリー』を今年も実施
します。皆さんのご参加をお待ちしてい
ます。

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診

献
血
に
ご
協
力
を
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まちのおしらせ

札
幌
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
税
務
職
員
は
、
人
事
院
が

実
施
す
る
国
家
公
務
員
税
務
職
員
採
用
試

験
の
最
終
合
格
者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま

す
。

◆
試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

◆
受
験
資
格

高
校
卒
業
見
込
み
の
者
お
よ
び
高
校
卒

業
後
3
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
。

◆
申
込
受
付
期
間　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

6
月
26
日
㈫
～
7
月
5
日
㈭

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス　

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

②
郵
送
ま
た
は
持
参

7
月
2
日
㈪
～
7
月
10
日
㈫

（
通
信
日
付
印
有
効
）

※
申
込
先
は
、
第
1
次
試
験
地
を
管
轄

す
る
人
事
院
地
方
事
務
局
で
す
。
第
1

次
試
験
地
を
道
内
と
す
る
場
合
は
、
人

事
院
北
海
道
事
務
局
（
札
幌
市
中
央
区

大
通
西
12
丁
目
☎
0
1
1
（
2
4
1
）

1
2
4
8
）

◆
第
1
次
試
験　

9
月
9
日
㈰

◆
第
1
次
試
験
合
格
発
表
日　

10
月
11
日
㈭

◆
第
2
次
試
験
【
人
物
試
験
お
よ
び
身
体
検
査
】

10
月
18
日
㈭
～
10
月
25
日
㈭
ま
で
の
う

ち
指
定
す
る
1
日

◆
最
終
合
格
発
表
日　

11
月
20
日
㈫

◆
問
い
合
わ
せ

札
幌
市
国
税
局
人
事
第
2
課
採
用
担
当

☎
0
1
1
（
2
3
1
）
5
0
1
1

岩
見
沢
税
務
署
総
務
課

☎
0
1
2
6
（
2
2
）
0
8
1
0

東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の

安
全
の
確
保
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、消
防
団
の
地
域
密
着
性
、

要
員
動
員
力
、
即
時
対
応
力
な
ど
の
特
性

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

地
域
防
災
の
重
要
な
消
防
団
員
は
近
年
減

少
の
一
途
を
た
ど
り
、
今
で
は
か
つ
て
の

半
数
を
割
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
あ
な
た
も
地

域
防
災
の
要
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
人
員　
　

４
人

◆
配
属
場
所　
　

栗
山
消
防
団
第
１
分
団

◆
入
団
資
格　

・
栗
山
町
市
街
地
に
居
住
の
方

・
年
齢
18
歳
以
上
45
歳
未
満
の
方

・
身
体
強
健
な
方

◆
必
要
書
類　

履
歴
書
（
そ
の
他
、
消
防

署
が
指
定
す
る
も
の
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
消
防
団
係

☎
�
0
1
5
0

募
　
　
集
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消
防
団
員
の
募
集

税
務
職
員
の
募
集

今年のテーマは　『感謝感激雨あられ』
参加回数 14 回となり、チームを旗揚げ以来 14 年間、地域の
皆さんに支えていただいたことへの感謝と、日々平穏に過ごせ
ることへの感謝の思いを抱き、今年も和太鼓チーム「艶美火舞
羅」と一緒に、国蝶オオムラサキがすむ街「栗山町」を PR し
てきます。皆さんの応援をよろしくお願いします。

●第21回 YOSAKOI ソーラン祭り　演舞日程
6月 9日㈯ 6月 10 日㈰

10：36　大通りパレード会場南コース 10：21　篠路ホーマック会場

13：42　白い恋人パーク会場 12：18　大通りパレード会場南コース

15：35　一番街・三越前会場 14：07　サッポロガーデンパーク会場

17：30　大通公園西 8丁目会場

 【出陣式】
　6月 7日㈭ 19：30 ～栗夢広場
　（雨天、スポーツセンター内）

くりやまOH!!夢乱咲

くりやま光通信エリア拡大の会では、継立地区（一
部大井分地区を含む）にＮＴＴ東日本の超高速ブロー
ドバンドサービス「フレッツ光ネクスト」のサービス
エリアを拡大するため、サービス利用意向調査（兼仮
申込み）を実施しています。

次世代を担う子どもたちに超高速ブロードバンド環
境を提供するため、町民の皆さん・企業の皆さんのご
協力を、ぜひお願いします。

詳しくは、継立連合町内会、継立商工会等を通じて
配布されるサービス利用意向調査票（兼仮申込書）を
ご覧ください。

【問い合わせ】
くりやま OH!! 夢乱咲事務局☎� 3729

開通です！140 件以上
の意向が必要

条件以上の、意
向件数が必要。 拡大の実現

意向調査
（仮申込）

NTT 東日本
要望

（条件クリア）
NTT 東日本

サービス決定
サービス

順次提供開始

光エリア拡大実現までの流れ

サービス
本申込

ここで
本申込み

継立地区に超高速ブロードバンドを！

調査（申込）期間：６月３０日まで

意向調査に関するお問合せ先
【平日８：３０～１７：１５】

フレッツ光ネクストに関するお問い合わせ先

フリーダイヤル　０１２０－１１６１１６
ＮＴＴ東日本　フレッツ　問い合せ窓口

くりやま光通信エリア拡大の会
●栗山商工会議所（事務局）
　　中央 2 丁目 1 番地　☎� 1278   FAX � 4001
●町経営企画課地域政策グループ
 　　松風 3 丁目 252 番地　☎� 7502   FAX � 3179

国
民
年
金

　　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金

は
1/2
（
平
成
21
年
3
月
分
ま
で
は

1/3
）
が
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

る
た
め
、
支
払
っ
た
保
険
料
を
上

回
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
試
算
で
は
、

２
０
０
０
年
生
ま
れ
の
方
は
納
め
た

保
険
料
の
1.5
倍
を
受
け
取
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
生
き
て
い

る
限
り
年
金
が
受
け
取
れ
る
一
生

涯
の
保
障
で
、
老
後
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け

で
は
な
く
、
加
入
者
が
ケ
ガ
や

病
気
に
よ
り
障
が
い
が
残
っ
た
と

き
は
「
障
害
基
礎
年
金
」、
亡
く

な
ら
れ
た
と
き
に
は
そ
の
遺
族

に
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
支
給
さ

れ
る
な
ど
、
あ
な
た
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

納
め
た
保
険
料
は
、
確
定
申
告

の
際
に
全
額
が
「
社
会
保
険
料
控

除
」と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ

て
、
年
金
を
支
え
る
力
と
給
付
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
仕
組
み
に
よ
り

年
金
額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
年

金
に
加
入
し
て
か
ら
年
金
を
受
給

す
る
ま
で
の
間
、
経
済
の
状
態
が

大
き
く
変
動
し
た
と
し
て
も
年
金

の
価
値
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
の

【問い合わせ】
町住民福祉課

住民・国保グループ
　☎� 7509

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切

な
制
度
で
す
。
今
月
は
、
国
民
年
金
の
さ
ま
ざ
ま

な
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
メ
リ
ッ
ト
①

生
涯
の
年
金
額
は
保
険
料
の
1.5
倍

◆
メ
リ
ッ
ト
②

老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

◆
メ
リ
ッ
ト
③

ケ
ガ
や
病
気
、
万
が
一
に
も
安
心

◆
メ
リ
ッ
ト
④

納
め
た
保
険
料
は
控
除
の
対
象

◆
メ
リ
ッ
ト
⑤

経
済
の
変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん



◆
場

所

岩
見
沢
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
れ
ん
が

◆
受
講
料　

２
２　

７
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◆
定

員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

㈳
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
岩
見
沢
地
区
支
部

☎
0
1
2
6（
２
４
）3
0
8
7

※
７
月
２
日
よ
り
受
付
開
始

「
け
ん
ば
ん
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
自
信
が
な

い
」「
学
校
の
授
業
で
ド
レ
ミ
が
わ
か
ら

な
い
」
な
ど
、
音
楽
が
苦
手
な
お
子
さ
ん

を
対
象
に
、
楽
し
い
音
楽
講
習
会
を
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時　
　

6
月
30
日
㈯

午
前
11
時
～
正
午

◆
会
　
　
場

未み

き来
サ
ー
ク
ル　

中
央
教
室

（
中
央
２　

梅
津
コ
ー
ポ
2
階
）

◆
参
　
加
　
費　
　

無
料

◆
定
　
　
員　
　

先
着
10
人

◆
持
ち
物　
　

け
ん
ば
ん
ハ
ー
モ
ニ
カ

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

未み

き来
サ
ー
ク
ル　

中
島
真
由
美

☎
0
9
0
（
6
8
7
1
）
6
0
1
4

【
金
一
封
】

◇
吉
田
辰
雄
さ
ん
（
北
広
島
市
）

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風

3
）
◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な

の
花
薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）
◇
く
す
り

の
え
び
な
（
中
央
2
）
◇
逢
坂
チ
ヱ
子
さ

ん
（
角
田
）
◇
伊
藤
か
ず
え
さ
ん
（
角
田
）

【
弔　

問
】

◇
栗
山
赤
十
字
奉
仕
団

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）
◇
三
浦
英

昭
さ
ん（
朝
日
4
）◇
太
田
欣
仁
さ
ん（
松

風
2
）
◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

【
4
月
16
日
～
5
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏
　
名
　 

　
齢  

月 

日                

世
帯
主   

住  

所

細
川
　

涼 

17 

4/17 

浩

二

楠　

キ
ヨ
子 

90 

4/21 

本

人

仁
平
春
江 

81 

4/22 

本

人

髙
橋
利
行 

94 

4/23 

勝

利

中
井
　

彰 

87 

4/29 

本

人

村
岡
一
雄 

90 

4/30 

本

人

田
村
シ
ゲ
子 

79 

5/1 

繁

則

橋
本
光
枝 

83 

5/4 

本

人

工
藤
紘
一 

64 

5/6 

本

人

鷲
見
キ
ク
ヨ 

90 

5/6 

昭

義

大
石
喬
宏 

74 

5/7 

本

人

卜
部
璋
一 

78 

5/8 

本

人

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法
　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無
料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

◆
日
時
・
場
所

◇
6
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

6
月
20
日
㈬

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

◆
日

時

8
月
7
日
㈫
～
8
月
9
日
㈭

午
前
9
時
～
午
後
5
時

24
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秋
田
春
男 

77 

5/9 

本

人

高
野
良
弥 

91 

5/9 

本

人

阿
部
た
か
子 

84 

5/10 

本

人

【
4
月
16
日
～
5
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

後
藤
桜お

う
た太 

4/4

山
口
　

杏あ
ん 

4/16

伍
石
虎こ
た
ろ
う

太
郎 

4/26

太
田
帆ほ

の
か香 

4/27

瀧
澤
早さ

き咲 

5/4

岩
本
陽ひ

ま
り葵 

5/14

佑

也

千

穂
忍
綾

子

昌

弘
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栗山消防団春季連合消防演習

【開催日時】

6 / 16土
14：00 ～

【開催場所】

栗夢広場
問い合わせ
南空知消防組合消防署　☎� 0150

主催：くりやまギフトカード加盟店会
お問合せ先　蛯名 090-7053-3754

日時：6 月 16 日㈯ 13：00 ～
集合：まちの駅「栗夢プラザ」
対象：ピンクの栗夢カードをお持ちの方
※買い物は任意です

はじめてのおつかいにドキドキ！！パパ・ママに頼
まれた “ おつかい ” きちんとできるかな？？

日時：7 月 8 日㈰ 10：00 ～
集合：まちの駅「栗夢プラザ」
対象：３歳～小学校 1 年生
※事前に対象店舗や商品を確認するため、6 月 16 日「み

んなで商店街を歩いてみよう」の参加者

おつかい風景を
撮影した DVD を
プレゼント！

みんなで入れば怖くない！？

Ｂ・Ｂが栗山町に
　　　　　やってくる！！

北海道日本ハムファイターズのマスコットＢ・Ｂが、
全道の市町村を訪問するプロジェクト「２１２物語」の
撮影で、栗山町にやって来ます！

栗山町の見どころなどの撮影を行った後、町民の皆さ
んとの交流会を行いますので、ぜひ集合して下さい。

【日時】　６月２３日（土）　１８：００～
【会場】　まちの駅「栗夢プラザ」（中央２）
【内容】　Ｂ・Ｂとの記念撮影、サインなど
【注意事項】

・記念撮影用のカメラ、サイン用の色
紙や筆記用具等は、各自ご持参下さい。

・「２１２物語」で撮影した映像は、
7 月 8 日㈰試合開始前に札幌ドームの
大型ビジョンで放映されます。

・交流会に参加するのはＢ・Ｂのみです。
栗山英樹監督や選手は参加しません。

【問い合わせ】
町くりやまブランド推進室☎ � 7516
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満開の桜の下をウォーキング＊歩けあるけ運動

春の町内をウォーキングする「第42回くりやま歩けある
け運動」（町教育委員会主催）が開催され、家族連れ

など約70人が参加しました。参加者はスポーツセンターを出
発し、雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスなどを巡る約７
キロメートルのコースを歩きぬき、春の陽気のなか心地よい
汗を流しました。小学校１年生から６年間連続で参加してい
る、栗山小学校６年生の上田望

の え

永さんは、「毎年楽しみに参
加しています。今年は天気も良く、楽しく歩けました」と話して
くれました。　　　　　　　　　　　　　　 （５月１３日）

春の植物を学ぶ＊継立中学校１年

身近にある春の植物について学ぼうと、継立中学校（木村
尚之校長）の１年生15人が、町内伊藤の沢川（御園）で山

菜採りを行いました。生徒は、ＮＰＯ法人雨煙別学校の高橋慎
さんらの指導により、ニリンソウと猛毒をもつトリカブトの見分
け方などを学びながら、フキやセリ、ニリンソウ、タラの芽、タ
モギダケ、モミジガサなどの山菜を採りました。  （５月１４日）

建設協会がグラウンド整備

栗山建設協会（鵜川昌久会長）が、運動会を前に栗山小
学校のグラウンド整備を行いました。地域貢献の一環

として平成18年から毎年行われ、今回は加盟する事業所15
社、31人が参加。鵜川会長は「６月２日に行われる運動会で子
どもたちが楽しそうにしていることを想像して、頑張って整備
しましょう」とあいさつしました。参加した会員は、あらかじ
め前日にタイヤドーザで整地していたグラウンドでの草取り
や、傾いていた側溝の修繕、幅跳びの踏み切り板の整備など
に約２時間汗を流しました。   　　　　　　    （５月２４日）

■期　　間　６月２０日㈬～７月４日㈬ ※土・日曜日除く
■場　　所　町民球場（富士）・運動公園（松風４）
　※大会初日・準決勝・決勝は町民球場ナイターで開催
■主　　催　教育委員会
■主　　管　指定管理者スイテック・グループ共同事業体

■参加対象
町内に在住する２０歳以上で学生以外の方（ただし北海道
介護福祉学校生は可）

■チーム編成
町内会・自治会単位で、選手登録は２０人までとし、編成
が困難な場合は複数の町内会・自治会での合同編成も可能

■申込方法
各町内会・自治会に送付した所定の申込用紙をスポーツ
センター宛に送付（FAX での送信可）

■申込期日　６月５日㈫～１２日㈫
■申込先・問い合わせ
　スポーツセンター　☎７２－６１６１　FAX７２－７８５６

対象 使用料

町内小中学生 無料（町外50円）

高 校 生 ７０円

一 般 １００円

栗山・角田・継立水泳プール

【期　　間】　６月１５日（金）～９月1３日（木）

【時　　間】　１０ ：００～１８ ：００
※栗山プールのみ、 ７、 ８月は２０ ：００まで

【問い合わせ】 栗山プール☎ 72-0996

　　　　　　　　　　角田プール☎ 72-7088

　　　　　　　　　　継立プール☎ 76-3368
※気温 ・ 水温の状況により開設時間の変更、

　　閉鎖になることがあります。
　　

第５２回

今から収穫が楽しみ＊継立小

継立小学校（庄野澄江校長）の３年生から６年生までの
児童42人が、校舎横に並ぶ片山肇さん（継立）の水田

で田植えを行いました。児童は苗を植える位置に目印をつけ
る、農機具の「コロ」を転がしたあと、苗を一つひとつ手作業
で植え、水田にはこの日用意された『ななつぼし』のポット苗
30枚が30分ほどですべて植えられました。５年生の大野美

み お

桜
さんは「とても楽しかった。収穫したあとの調理実習が今か
ら楽しみ」と話していました。秋には収穫祭が予定されていま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５月２２日）

６月１７日（日）９：００～１２：００ ※雨天中止

［集合場所］スポーツセンター横広場
［対　　象］小中学生 (小学 3 年生以下は保護者同伴 )
［内　　容］
2 人～６人のグループで、地図に従い各ポイントご
との課題を解きながら、約５キロのコースを歩くゲー
ムです。タイムによる得点と各課題の得点の総合点
で順位を決めます。

［申込方法］
学校で配布する申込用紙をスポーツセンターまた
は総合福祉センター「しゃるる」に提出してください。

［申込期限］６月１１日（月）
［問い合わせ］
教育委員会社会教育グループ ☎ 72-1117

パークゴルフ初心者を対象にした講習会を開催

いたします。スポーツが苦手な方、パークゴル

フがはじめての方、家族での参加大歓迎です。

■時 間　１３：００受付

■場 所　御園パークゴルフコース

■対 象　パークゴルフ初心者（町内在住者）

■参 加 費　各回 300 円（小中学生100 円）

　　　　　  用具代金１００円

■申 込 先　講習会当日現地にて申し込み

※都合のいいときに何回受講されても結構です。

　10 月に受講者対象の大会を予定しています。

【問い合わせ】　指定管理者クリーンセンター　☎ 73-3200

パークゴルフ初心者講習会パークゴルフ初心者講習会パークゴルフ初心者講習会

回数 開催月日 指導員
　１ ６月　５日（火）町パークゴルフ協会指導員
　２ ６月２３日（土）指定管理者アドバイザー
　３ ７月　５日（木）町パークゴルフ協会指導員
　４ ７月２８日（土）指定管理者アドバイザー
　５ ８月　５日（日）町パークゴルフ協会指導員
　６ ８月２５日（土）指定管理者アドバイザー

７ ９月　５日（水）町パークゴルフ協会指導員
８ ９月２２日（土）指定管理者アドバイザー
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　学校で使用している教科書を手に取りご覧になっ
てみませんか。どなたでも自由に閲覧できますので
ぜひお越しください。

【期　　　間】 ６月１５日㈮～６月２８日㈭
【場　　　所】総合福祉センター「しゃるる」1 階ロビー
【展示教科書】小学校・中学校・高等学校
【問い合わせ】教育委員会学校教育グループ
　　　　　　 ☎７２－１１１７

平成２４年度

　「開かれた学校づくり」を目指し、地域との連携
を深めることを目的として、町内の各小中学校の

「地域公開授業参観」を実施します。どなたでも自
由に授業を参観できますので、栗っ子が学習して
いる姿をどうぞご覧ください。

学校名 開催日 時間 対象

栗山小学校 6 月 28 日㈭ 13：15 ～ 14：00 ４～６年生
6 月 29 日㈮ 13：15 ～ 14：00 １～３年生

【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

　くりやま地域大学のバスツアー（詳しくは「地

域大学バスツアー」の欄をご覧ください）にち

なんで、澤地久枝・大江健三郎両作家の図書を

特別展示・貸出します。みなさんぜひご利用く

ださい。　※７月８日㈰まで開催

澤地久枝・大江健三郎文学展

「男の魅力」６月17日 ㈰まで
　父の日にちなんで、男性の魅力について語っ

　た本を紹介し貸出します。

「おとうさん」６月17日 ㈰まで
　やさしいお父さんやがんばるお父さんなど、

　いろいろなタイプのお父さんが登場する絵本

　を紹介し貸出します。

父の日特集

　栗山町の商店や企業、個人が載っている

2009 年２月以前の電話帳を探しています。

「ふるさと栗山」の資料として保存いたします

ので、お持ちの方は図書館へご提供ください。

栗山町の電話帳を探しています蔵書点検のためお休みします
　６月１８日㈪～６月２５日㈪

休館中の図書の返却は返却ポストをご利用ください。

※継立・角田図書室は通常どおり開館します。

指定管理者株式会社日東総業は、改善センターテニス

コートを次の期間無料で開放しますので、お気軽にご利

用ください。

【無 料 期 間】　６月２０日㈬～６月３０日㈯
　　　　　　　　　　　　（月曜日は休館日のため除きます）

【開 放 時 間】　９：00～17：00

【申込先・問い合わせ】

　角田農村環境改善センター ☎ 72-6040

改善センターテニスコート無料開放改善センターテニスコート無料開放

教 養 学 部　

長沼町 オペラ「ヘンゼルとグレーテル」
■日 時　７月１日 ㈰ 14：00 開演（13：30 開場）
■場 所　長沼町民会館　大集会室
　　　　    （長沼町中央南２丁目３－２）
■入場料　一般前売り　500 円
　　　　　一般当日　　700 円（中学生以下無料）
■チケット取扱窓口
　長沼町教育委員会・長沼町図書館・長沼町スポーツセ
　ンター・JA ながぬま・アートスペース慧
■問い合わせ　
　長沼町教育委員会社会教育係　☎ 88-2111

４町社会教育通信欄
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くりやま地域大学バスツアーくりやま地域大学バスツアー

講 師

澤 地  久 枝 氏
（作 家）　

　演 題
　「生き甲斐について」

第１回 ６月１６日 ㈯

図書館司書とバスで行く！北星学園大学 開学５０周年記念講演会

往路のバス内では、図書館司書

による講演者の「予習タイム」

などの企画をご用意しています。

帰りもバスで栗山まで戻ってき

ます。

【主催・申し込み・問合せ先】
栗山町教育委員会社会教育グループ ☎ 72-1117 ／ 栗山町図書館 ☎ 72-6055

講 師

大 江  健 三 郎 氏
（作 家）　

　演 題
　「より人間らしく」

第２回 ６月３０日 ㈯

【会場】道新ホール　札幌市中央区大通西３丁目
　　　　　　　　　　　　   道新ビル大通館８階

【時間】開場 13:00　開演 13:30　終了 15:00

【集合場所】南部公民館　　11：15 発
　　　　　  角田農村環境改善センター
　　　　　  　　　　　　　11：30 発
　　　　　  栗山町役場　　11：45 発

参加料無料・各講演
先着２５人

　国際感覚豊かな青少年育成のため、町内中学生・
高校生を海外に派遣する青少年海外派遣事業を実施
します。今年度もオーストラリアでのホームステイや
英会話教室などの研修を行います。

【日　程】  平成 25 年１月５日㈯～１月 13 日㈰ ８泊９日
【研修先】オーストラリア　パース
【対　象】町内在住の中学１年生～高校３年生（定員
　　　　  ８人予定）
※詳しい募集要項は広報くりやま７月号に掲載（応募
　締切は９月上旬予定）

【問い合わせ】
　教育委員会社会教育グループ　TEL72-1117

［日 時］ ６月16 日㈯  9：30 受付

　　　　   ６月17 日㈰ 12：00 終了

［場 所］北海道立砂川少年自然の家

［対 象］小学校５～６年生

［内　　容］  

　子ども会について学ぶゲームや仲間づくりゲーム、

具体例の中から潜んでいる危険を考える危険予知ト

レーニングなどを行います。また野外でのカレーづく

りやキャンプファイヤーをとおして、仲間と協力する

ことの大切さを学びます。２日目には石山登山で自然

を身近に感じ、その大切さを学びます。

［参 加 費］1,280 円（保険料含む）

［申込期限］６月７日㈭
［主 催］空知地区子ども会育成連絡協議会

［申し込み先・問い合わせ］

　教育委員会社会教育グループ ☎ 72-1117

空知管内地域子ども会
初級リーダー養成研修会
空知管内地域子ども会
初級リーダー養成研修会

　雨と低温により農作業が遅れ気味の今春です

が、 山の木 々の 若 葉 が 若 草色に染まり、 田ん

ぼではほぼ田植えが終わりました。これから暖

かい日が続き、 豊作になることを祈ります。エ

ゾハルゼミやアマガエルの鳴き声、野鳥のさ

えずりを聞きながら、里山づくり作業で心地

よ い 汗 を 流 し て み ま せ ん か。　　　　　　

【日 　 時】６月１０日㈰  ９：００～１２：００

【場 所】ハサンベツ里山センター

【内　　容】ソバの種まき、ハサンベツ川石組み整

　　　　　 備、 湿性植物苗畑整備 など

【問い合わせ】いきものの里ふれあいプラザ ☎ 72-3000

毎月第２日曜日は里山の日作業日

　今春、ヒグマにかかわる事故やトラブルが続い
ています。４月より栗山町民となり、NPO 法人雨
煙学校に勤められている向井栄仁さんを講師に、ヒ
グマの生態や事故予防についてのトークを開催しま
す。お気軽にご参加ください。

【日 時】６月８日㈮ 19：00 ～ 21：00
【場 所】いきものの里ふれあいプラザ
【参加料】300 円
【主 催】栗山オオムラサキの会
【問い合わせ】

　いきものの里ふれあいプラザ  ☎ 72-3000

くり山さと山山ガール

　

　
　
　

　

川の活動ボランティア養成講座川の活動ボランティア養成講座

　小林酒蔵から下流側の夕張川堤防地の草原と水辺の鳥

の観察を行います。

【日時】６月９日㈯ 8：30 ～

【場所】栗山町役場前駐車場集合

【問い合わせ】

　いきものの里ふれあいプラザ　☎ 72-3000

　川での活動の楽しさと危険性を学び、町内の子ど
もたちの自然体験学習をサポートする、ボランティ
アの養成講座を行います。多くの方のご参加をお待
ちしております。

【日 時】６月１７日㈰ ９：00 ～ 17：00

【場 所】雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス集合

【内 容】講義：川体験学習を実施する指導者の心得

　　　　 実技 ①川のつくりを知る

　　　　　　  ②ボート操作を学ぶ

　　　　　　  ③レスキューを学ぶ

【講 師】流域生態研究所長　妹尾　優二 氏

　　　　 北海道水環境理事　坂本　貴昭 氏

【参加料】1,000 円（昼食代含む）

【申し込み先・問い合わせ】

　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス ☎ 72-1696

夕張川探鳥会のご案内

3MOUNTAIN MEETING
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▼  

す
っ
か
り
暖
か
く
な
り
、
町
内
の
自
然
体
験
活

動
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
先
日
も
町
内

の
子
ど
も
た
ち
と
、
は
だ
し
に
な
っ
て
田
植
え
体

験
を
し
て
き
ま
し
た
。
大
人
の
方
を
対
象
に
し
た

活
動
も
多
く
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
子
ど
も
心
に
返
っ
て
自
然
を
満
喫
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
原
田
）

▼ 

お
父
さ
ん
は
何
組
？
保
育
園
に
通
う
娘
か
ら
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
娘
は
、
し
ら
か
ば
組
で
す
が
私

の
職
場
に
は
残
念
な
が
ら
そ
ん
な
か
わ
い
ら
し
い
組

は
あ
り
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
総
務
課
で
人
に
物
事

を
伝
え
る
仕
事
を
し
て
い
る
と
言
お
う
と
し
ま
し
た

が
、『
よ
く
わ
か
ら
な
い
（
伝
わ
ら
な
い
）』
と
ケ
チ

を
つ
け
ら
れ
そ
う
な
の
で
や
め
ま
し
た
。
　（
渡
辺
）

▼
今
月
は
、
多
く
の
田
植
え
の
取
材
に
い
き
ま
し

た
。
冷
た
い
田
ん
ぼ
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち
は
元

気
い
っ
ぱ
い
。
泥
に
汚
れ
る
ほ
ど
、
声
も
笑
顔
も

倍
増
し
て
い
き
ま
す
。
逆
に
作
業
が
終
わ
り
、
水

で
泥
を
洗
い
流
し
き
れ
い
に
な
る
と
、
だ
ん
だ
ん

声
も
笑
顔
も
、
動
き
ま
で
も
が
少
な
く
な
り
・
・
・
・

面
白
い
も
の
で
、
カ
メ
ラ
越
し
に
の
ぞ
く
と
、
今

ま
で
見
え
な
い
も
の
も
見
え
て
き
ま
す
。
　（
藤
沢
）

編
集
後
記

『田植えの風景』
今年は、記録的な大雪に見舞われましたが、５月に入いると順

調に天候も回復し、例年どおり田植えの季節がやってきました。
町内の小学校、中学校の田植え授業や、札幌白石区からの田植

えバスツアーなど、町内のいたるところで、田植え体験をする元
気な子どもたちの歓声が聞こえてきました。


